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平成 28 年 鏡開き式・武道始め

出陣の儀
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新
春
恒
例
の
武
道
行
事
で
あ
る
平
成
28

年
「
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
」（
主
催
＝

公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
）
が
成
人
の

日
の
１
月
11
日
に
、
日
本
武
道
館
に
お
い

て
、
東
京
を
初
め
と
す
る
武
道
関
係
者
・

愛
好
者
約
２
５
０
０
名
が
集
ま
り
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

　

行
事
は
、
鎧よ
ろ

着い
き

初ぞ

め
・
鏡
開
き
式
、
各

武
道
代
表
者
に
よ
る
模
範
演
武
、
各
道
愛

好
者
に
よ
る
武
道
始
め
・
お
し
る
こ
会
の

三
部
で
構
成
さ
れ
、
各
関
係
者
は
新
春
の

決
意
新
た
に
、
鎧
着
初
め
、
演
武
、
あ
る

い
は
稽
古
を
行
っ
た
。

　

開
会
式
で
は
、
ま
ず
、
松
永
光
日
本
武

道
館
会
長
よ
り
主
催
者
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
平
成
28
年
の
素
晴
ら
し
い
新
年
を
日
本

武
道
館
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
武
道
は
深
い
歴

史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
伝
統
文
化
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
武
道
の
殿
堂
で
あ
る
日
本
武
道

館
で
、
本
日
、
武
道
始
め
を
行
え
る
こ
と

は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
日

本
は
武
道
の
国
で
あ
り
、
武
道
は
国
家
・

社
会
の
平
和
と
繁
栄
に
寄
与
す
る
人
間
形

成
の
道
で
あ
る
こ
と
を
、
今
後
と
も
全
国

民
一
人
一
人
に
対
し
、
浸
透
さ
せ
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
28
年
　
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め

新
春
に
、
更
な
る
武
道
の
隆
盛
を
誓
う大将軍による鏡開き
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皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
厳
し
い

武
道
の
修
錬
を
通
し
て
、
益
々
の
健
康
な

精
神
と
身
体
を
造
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
」

　

次
に
豊
田
真
由
子
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
よ
り
来
賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

「
平
成
28
年
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
が
大

勢
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を
得
て
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
武
道
は
修
錬
に
よ
り
、
心

技
体
を
一
体
と
な
っ
て
鍛
え
、
人
格
を
磨

き
、
道
徳
心
を
高
め
、
平
和
を
願
う
人
間

形
成
の
道
で
あ
り
、
我
が
国
が
世
界
に
誇

る
伝
統
文
化
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
に
と

っ
て
こ
の
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め
が
、
一

年
の
大
き
な
弾
み
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

　

引
き
続
き
、
日
本
武
道
協
議
会
に
よ
る

平
成
27
年
度
武
道
功
労
表
彰
式
が
執
り
行

わ
れ
た
。
式
典
で
は
、
武
道
の
振
興
に
寄

与
し
、
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
武
道
功
労

者
10
名
、
武
道
優
良
団
体
９
名
が
表
彰
さ

れ
、
松
永
光
日
本
武
道
協
議
会
会
長
よ

り
、
功
労
者
に
は
表
彰
状
と
功
労
章
が
、

優
良
団
体
に
は
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
、
功
労
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
氏
名

を
プ
レ
ー
ト
に
刻
み
、
日
本
武
道
館
内
に

掲
出
し
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
た
。

豊田真由子文部科学大臣政務官 島村宜伸日本武道館常任理事 臼井日出男日本武道館理事長 松永光日本武道館会長

出陣の儀
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【
武
道
功
労
者
】

◇
柔　

道　

関
根　

忍
（
東
京
）

◇
剣　

道　

福
本
修
二
（
神
奈
川
）

◇
弓　

道　

林　

男
（
千
葉
）

◇
相　

撲　

大
野
孝
弘
（
神
奈
川
）

◇
空
手
道　

栗
原
茂
夫
（
東
京
）

◇
合
気
道　

髙
本
和
宜
（
熊
本
）

◇
少
林
寺
拳
法　

今
井
明
雄
（
兵
庫
）

◇
な
ぎ
な
た　

畠
瀬
美
佐
子
（
岡
山
）

◇
銃
剣
道　

石
川
貴
史
（
京
都
）

◇
日
本
武
道
館　

中
曽
根
弘
文
（
群
馬
）

【
武
道
優
良
団
体
】

◇
柔　

道　

筑
波
大
学
柔
道
部

◇
剣　

道　

全
日
本
武
道
具
協
同
組
合

◇
弓　

道　

佐
賀
市
弓
道
連
盟

◇
相　

撲　

東
京
大
学
運
動
会
相
撲
部

◇
空
手
道　

北
広
島
市

◇
合
気
道　

福
島
県
合
気
道
連
盟

◇
少
林
寺
拳
法　

京
都
府
少
林
寺
拳
法
連
盟

◇
な
ぎ
な
た　

和
歌
山
県
な
ぎ
な
た
連
盟

◇
銃
剣
道　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
銃
剣
道
部

※
武
道
功
労
章
受
章
者
に
よ
る
寄
稿
文
は

11
〜
31
頁
に
、
武
道
優
良
団
体
の
紹

介
は
164
〜
165
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

鎧着初め・鏡開き式

副将軍による鏡割り三献の儀

誓いの言葉
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鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式
で
は
、
大
将
軍

を
中
曽
根
弘
文
日
本
武
道
館
理
事
、
副
将

軍
を
酒
井
健
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
会
長
、

永
田
仁
志
日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
会

長
が
務
め
た
。

　

出
陣
に
際
し
、
三さ
ん

献こ
ん

の
儀ぎ

が
行
わ
れ
、

大
将
軍
の
前
に
「
打
っ
て
・
勝
っ
て
・
喜

ぶ
」
に
准
な
ぞ
ら
え
た
肴
さ
か
な
（
打う
ち

鮑あ
わ
び、
勝か
ち

栗ぐ
り

、
昆こ
ん

布ぶ

）
が
一
皿
ず
つ
盛
ら
れ
、
酒
が
注
が
れ

た
。大
将
軍
は
所
作
に
倣な
ら

い
、肴
を
食
し
、

酒
を
飲
み
干
し
た
。
続
い
て
大
将
軍
、
副

将
軍
ら
が
神
前
に
赴
き
、
年
頭
に
あ
た
っ

て
の
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
再
び
場
所
を

移
し
、
鏡
開
き
と
な
っ
た
。
大
将
軍
は
一

年
の
無
病
息
災
と
更
な
る
武
道
の
隆
盛
を

願
い
、
勢
い
よ
く
鏡
餅
を
打
ち
砕
い
た
。

続
け
ざ
ま
、
副
将
軍
が
酒
樽
を
割
る
と
、

会
場
内
か
ら
は
拍
手
が
沸
き
起
っ
た
。

　

出
陣
で
は
、
大
将
軍
は
兜
を
つ
け
、
左

手
に
弓
、
右
手
に
扇
を
開
い
て
立
ち
上
が

り
、「
え
い
！
え
い
！
」
と
声
を
張
る
と

家
来
一
同
が「
お
う
！
」と
力
強
く
応
え
、

三
唱
し
た
。
こ
れ
を″
鬨と
き

を
あ
げ
る
〟
と

い
う
。
最
後
に
行
進
に
移
り
、
武
者
装
束

に
身
を
包
ん
だ
現
代
の
武
士
達
は
大
道
場

を
当
時
の
戦
闘
法
に
倣
い
、
反
時
計
回
り

に
悠
々
と
歩
行
し
、
鎧
着
初
め
・
鏡
開
き

式
は
終
了
し
た
。

◎
大
将
軍
＝
中な
か

曽そ

根ね

弘ひ
ろ

文ふ
み

日
本
武
道
館
理
事

「
武む
し

者ゃ
よ

鎧ろ
い

は
非
常
に
重
い
で
す
が
、
鎌
倉

時
代
の
武
将
に
な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で

行
い
ま
し
た
。
当
時
の
武
将
・
武
士
が
戦

争
に
行
く
時
の
、ま
さ
に『
い
ざ
鎌
倉
！
』

で
す
ね
（
笑
）、
そ
う
い
う
気
持
ち
が
何

と
な
く
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

武
道
は
武
士
道
の
精
神
に
基
づ
い
て
、

日
本
の
古
来
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
の
日
本
に
は
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
礼
に
始
ま
っ
て
礼
に
終
わ
る

と
い
う
よ
う
に
、
武
道
は
日
本
の
精
神
文

化
で
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
国
民
の
皆

さ
ん
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
良
き

伝
統
を
継
承
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
武
道
に
は
道
徳
的
な
意
味
が
あ
り

ま
す
の
で
、
武
道
を
通
じ
て
日
本
の
心
と

い
う
も
の
を
、
国
民
皆
が
し
っ
か
り
と
持

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
私
の
立
場
で
も
ぜ
ひ
推
進
、
振

興
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　

◇

◎
副
将
軍
＝
酒さ
か

井い
た

健け
し

全
日
本
銃
剣
道
連
盟
会
長

「
年
初
め
の
清
々
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、

副
将
軍
の
お
役
目
を
頂
戴
し
ま
し
て
、
極

め
て
爽
や
か
で
か
つ
緊
張
し
ま
し
た
。
大

変
い
い
役
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
年
、
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
は
60
周
年

を
迎
え
、
９
月
24
日
に
、
日
本
武
道
館
の

協
力
を
得
ま
し
て
、
全
国
の
都
道
府
県
対

抗
の
銃
剣
道
大
会
を
、
国
体
に
代
わ
っ
て

開
催
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
非
常
に
大

き
な
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
い
た
だ

い
た
機
会
を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
ん
で
、

素
晴
ら
し
い
一
年
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
」

大
将
軍
・
副
将
軍
に
聞
く  

「
年
頭
に
あ
た
っ
て
」

出陣の鬨をあげる
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模
範
演
武
に
先
立
ち
、
臼
井
日
出
男
日

本
武
道
館
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
こ
れ
よ
り
、
ご
披
露
致
し
ま
す
の
は
、

現
代
武
道
９
種
目
、
各
武
道
を
代
表
す
る

方
々
に
よ
る
模
範
演
武
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
武
道
は
平
成
24
年
度
よ
り
全
国
の

中
学
校
に
お
い
て
、
必
修
化
と
な
り
ま
し

た
。
武
道
は
青
少
年
の
心
、
精
神
を
健
全

に
養
う
一
助
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

皆
様
の
ご
指
導
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

こ
と
を
願
い
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」

　

演
武
は
、
弓
道
「
一ひ
と

つ
的ま
と

坐ざ

射し
ゃ

礼れ
い

」
か

ら
始
ま
り
、
柔
道
「
古
式
の
形
」、
剣
道

「
全
日
本
剣
道
連
盟
杖
道
」、
少
林
寺
拳
法

「
女
子
組
演
武
」「
団
体
演
武
」「
自
由
組

演
武
」、
相
撲
「
相
撲
の
基
本
動
作
と
技
・

決
ま
り
手
の
説
明
」、
銃
剣
道
「
銃
剣
道

の
形
」「
銃
剣
道
応
用
技
・
試
合
」、
合
気

道
「
基
本
技
［
投
げ
技
・
固
め
技
］」「
応

用
技
［
短
刀
取
り
］」「
自
由
技
」、
な
ぎ

な
た
「
全
日
本
な
ぎ
な
た
の
形
」、
空
手

道
「
雲
水
（
ウ
ン
ス
ー
）」
が
行
わ
れ
た
。

　

各
道
を
代
表
す
る
修
錬
さ
れ
た
模
範
演

武
を
目ま

の
当あ

た
り
に
し
、
稽
古
会
参
加
者

は
見
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
武
が
終
了
す

る
と
場
内
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
上

が
っ
た
。

模範演武

柔　道弓　道

剣　道少林寺拳法
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◎
模
範
演
武
者
（
演
武
順
）

◇
弓　

道　

土
佐
正
明
教
士
八
段
、
荒
川

博
行
教
士
七
段
、
小
牧
佳
世
教
士
六

段
◇
柔　

道　

清
家
春
夫
八
段
、
加
藤
隆
雄

七
段

◇
剣　

道　

釣
賀
敏
郎
杖
道
教
士
八
段
、

藤
崎
興
朗
杖
道
教
士
八
段

◇
少
林
寺
拳
法　

石
井
明
仁
大
拳
士
五

段
、
川
島
佑
斗
正
拳
士
四
段
、
堀
尾

愛
正
拳
士
四
段
、
三
橋
智
恵
中
拳
士

三
段
、
畔
蒜
み
く
中
拳
士
三
段
、
杉

森
郁
美
中
拳
士
三
段
、
重
田
優
妃
少

拳
士
二
段
、
幾
川
柚
香
准
拳
士
初
段
、

浮
田
か
ん
な
准
拳
士
初
段
、
加
来
穂

夏
准
拳
士
初
段

◇
相　

撲　

舛
田
守
八
段
、
坂
本
健
参

段
、
高
橋
幸
貴
参
段
、
棟
方
和
哉
参

段
、
山
市
康
寛
参
段
、
川
本
楓
参
段

◇
銃
剣
道　

久
保
田
学
教
士
七
段
、
坂
元

誠
教
士
七
段
、
栗
原
毅
錬
士
六
段
、

小
倉
弘
之
錬
士
六
段
、
小
林
継
人
錬

士
六
段
、
竹
内
巨
樹
錬
士
六
段
、
栗

原
惇
錬
士
六
段
、
橋
本
真
悟
五
段
、

白
石
勝
太
五
段
、
岩
下
英
樹
五
段

◇
合
気
道　

栗
林
孝
典
七
段
、
櫻
井
寛
幸

六
段
、
鈴
木
俊
雄
五
段
、
小
山
雄
二

五
段
、
日
野
皓
正
四
段
、
德
田
雅
也

三
段
、
里
舘
潤
三
段
、
松
村
光
弐
段

◇
な
ぎ
な
た　

吉
井
美
惠
子
範
士
、
小
野

恭
子
範
士

◇
空
手
道　

西
原
啓
太
弐
段
、
志
村
昴
紀

弐
段
、
本
一
将
弐
段

合気道

相　撲

空手道

なぎなた

銃剣道
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武道始め・おしるこ会

　

武
道
始
め
で
は
、
ま
ず
島
村
宜
伸
日
本

武
道
館
常
任
理
事
よ
り
、「
武
道
は
礼
に

始
ま
り
、
礼
に
終
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
も

う
一
つ
大
切
な
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
の

基
礎
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
基
礎
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ

け
れ
ば
、
厳
し
い
練
習
に
も
耐
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
皆
様
に
と

っ
て
今
年
一
年
が
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う
願
い
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
約
１
４
０
０
名
の
稽
古
会
参

加
者
は
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
、

大
道
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
元
気
よ
く

稽
古
に
励
ん
だ
。
真
冬
の
冬
空
の
下
に

も
、
場
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

行
事
の
最
後
は
「
お
し
る
こ
会
」
と
な

り
、
お
汁
粉
と
、
成
人
に
は
酒
樽
の
お
酒

も
振
る
舞
わ
れ
た
。
参
加
者
達
は
ア
ツ
ア

ツ
の
お
汁
粉
を
頬
張
り
、
稽
古
の
疲
れ
も

忘
れ
、
新
年
の
初
稽
古
に
満
足
の
様
子

で
、
談
笑
し
合
っ
た
。
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■
形
演
武
者

◇
投
の
形
＝
取
・
内
村
直
也
六
段
、
受
・
横
山

喬
之
五
段
◇
固
の
形
＝
取
・
下
山
陽
邦
五
段
、受
・

石
堂
勇
人
七
段
◇
極
の
形
＝
取
・
向
井
幹
博
七

段
、
受
・
高
野
賢
司
六
段
◇
柔
の
形
＝
取
・
石

田
桃
子
女
子
四
段
、
受
・
石
田
真
理
子
女
子
参

段
◇
講
道
館
護
身
術
＝
取
・
真
喜
志
慶
治
七
段
、

受
・
福
地
賢
志
郎
六
段
◇
五
の
形
＝
取
・
宇
津

木
俊
博
八
段
、
受
・
片
田
誠
八
段
◇
古
式
の
形

＝
取
・
宗
義
明
八
段
、
受
・
菅
波
盛
雄
八
段

原
点
に
立
ち
返
り
、

　
　
　
　
　

正
し
い
柔
道
の
普
及
を
推
進

講
道
館
鏡
開
式

上村春樹館長

しるこ会

柔道舞踏男子乱取り稽古

　

講
道
館
鏡
開
式
は
、
快
晴
の
日
の
１
月

10
日
、
講
道
館
大
道
場
で
、
全
国
か
ら
約

650
名
の
修
業
者
、
関
係
者
が
集
ま
っ
て
行

わ
れ
た
。

　

式
は
午
前
10
時
に
開
会
。
は
じ
め
に
、

館
員
を
代
表
し
て
五い

十か

嵐ら
し

寛
司
八
段
が
賀

詞
を
述
べ
、
続
い
て
上
村
春
樹
館
長
が
新

年
の
挨
拶
に
立
っ
た
。

「
柔
道
界
の
繁
栄
と
柔
道
の
正
し
い
発
展

の
た
め
に
、
柔
道
人
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
競
技
と

し
て
の
柔
道
と
、
人
づ
く
り
と
し
て
の
柔

道
の
発
展
を
力
強
く
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
原
点
に
立
ち
返
り
、
地
道
に
『
精
力

善
用
』、『
自
他
共
栄
』
の
実
践
に
努
め
、

後
世
に
正
し
く
柔
道
を
伝
え
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
館
員
の
皆
様
に
は
今
年
も

ご
指
導
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
柔
道

の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
関
係
者
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、形
演
武
（
投
の
形
、固
の
形
、

極
の
形
、
講
道
館
護
身
術
、
柔
の
形
、
五

の
形
、
古
式
の
形
）、
強
化
選
手
と
の
少

年
部
・
女
子
部
・
成
年
部
の
乱
取
稽
古
、

柔
道
舞
踏
が
順
に
披
露
さ
れ
、
昇
段
発
表

証
書
授
与
で
は
、
各
段
位
に
昇
段
し
た
代

表
者
に
上
村
館
長
が
証
書
を
手
渡
し
た
。

最
後
は
し
る
こ
会
と
な
り
、
参
加
者
は
し

る
こ
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
会
話
に
も

花
が
咲
き
、
和
や
か
に
新
年
を
祝
っ
た
。
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合
気
会
鏡
開
き
式
は
１
月
10
日
、
合
気

道
本
部
道
場
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
800
名

の
修
業
者
が
集
ま
っ
て
新
年
を
祝
っ
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
合
気
会
本
部
道
場
の
３

階
に
は
、
開
会
の
１
時
間
以
上
前
か
ら
多

く
の
参
加
者
が
詰
め
か
け
、
満
員
と
な
っ

た
。
鏡
開
き
式
は
午
後
２
時
に
開
会
。
は

じ
め
に
、
植
芝
守
央
合
気
道
道
主
が
年
頭

の
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
合
気
道
は
現
在
、
世
界
130
カ
国
に
広

が
っ
て
お
り
、
こ
の
合
気
道
を
次
世
代
へ

繋つ
な

い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役
目
で

す
。
合
気
道
の
精
神
を
活
か
し
、
自
分
自

身
を
高
め
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
、
そ

の
た
め
に
は
日
々
の
稽
古
を
大
切
に
し

て
、
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
皆
様
方
と
と
も
に
合
気
道
の
稽

古
を
大
切
に
し
て
、
今
年
１
年
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
古
藤
昇
司
合
気
会
常
務
理
事
が

挨
拶
を
行
い
、
来
賓
の
山
谷
え
り
子
前
国

務
大
臣
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

祝
辞
の
後
、
植
芝
道
主
が
奉
納
演
武
を

披
露
。
続
い
て
推
薦
昇
段
発
表
及
び
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
、
七
段
ま
で
の
昇
段
代

表
者
と
八
段
昇
段
者
に
植
芝
道
主
が
証
書

を
手
渡
し
た
。

　

証
書
授
与
式
が
終
わ
る
と
、
直な
お

会ら
い

の
準

備
に
移
り
、
参
加
者
に
、
し
る
こ
と
日
本

酒
が
配
ら
れ
た
。
直
会
は
多
田
宏
本
部
師

範
の
挨
拶
に
続
い
て
、
赤
沼
二
己
男
理
事

の
発
声
で
乾
杯
。
参
加
者
は
笑
顔
で
歓
談

し
な
が
ら
、
振
る
舞
わ
れ
た
食
事
を
口
に

運
び
、賑
や
か
に
新
年
の
訪
れ
を
祝
っ
た
。

関
係
者
800
名
が
新
年
を
盛
大
に
祝
う

植芝守央道主

直会奉納演武を披露する植芝守央道主

昇段者への証書の授与

合
気
会
鏡
開
き
式
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1
月
10
日
、「
鏡
開
き
・
稽
古
始
め
」

が
香
川
県
多
度
津
町
に
あ
る
一
般
財
団
法

人
少
林
寺
拳
法
連
盟
本
部
に
て
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
晴
天
と
な
り
、
例
年
に
比
べ

暖
か
い
こ
と
も
あ
り
、
全
国
各
地
よ
り
昨

年
を
上
回
る
１
０
０
０
名
を
超
え
る
拳

士
、
保
護
者
、
関
係
者
が
訪
れ
、
新
年
の

幕
開
け
を
祝
っ
た
。

　

午
前
10
時
30
分
、
会
場
で
あ
る
錬
成
道

場
に
は
全
国
か
ら
参
加
し
た
拳
士
、
保
護

者
、
関
係
者
が
集
ま
り
「
鏡
開
き
・
稽
古

始
め
」
が
開
催
さ
れ
た
。
は
じ
め
に
、
荒

井
章
士
振
興
普
及
部
部
長
を
主
座
と
す
る

鎮
魂
行
、
そ
し
て
新
井
庸
弘
会
長
よ
り
、

「
昨
年
の
全
国
大
会
は
京
都
府
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
は
10
月
に
大
分
県
別
府

市
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
来
年

に
開
催
さ
れ
る
少
林
寺
拳
法
世
界
大
会

in C
alifornia, U

.S
.A

.

の
国
内
予
選
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
今
年
は
、
来
年
迎
え

る
少
林
寺
拳
法
創
始
70
周
年
記
念
事
業
に

向
け
て
の
準
備
の
年
と
な
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
少
林
寺
拳
法
の
目
的
は
人
づ
く

り
に
よ
る
国
づ
く
り
で
す
。
拳
士
の
皆
様

に
は
『
半
ば
は
自
己
の
幸
せ
を 

半
ば
は

他
人
（
ひ
と
）
の
幸
せ
を
』
の
信
念
を
も

っ
て
行
動
で
き
る
社
会
に
役
立
つ
リ
ー
ダ

ー
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
修
行
の
目
的
を
あ
ら
た
め
て
確
認

し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
年
頭
挨
拶
が

な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
全
体
基
本
が
行
わ
れ
、
会
場

全
体
に
は
大
き
な
気
合
い
が
鳴
り
響
い

た
。
そ
の
後
、一
般
の
部
と
少
年
の
部（
錬

成
道
場
）
と
そ
れ
ぞ
れ
会
場
を
分
け
、
初

稽
古
を
開
始
。

　

少
年
の
部
の
会
場
で
あ
る
錬
成
道
場
で

は
、
稽
古
に
先
立
ち
、
連
盟
職
員
よ
り
今

年
の
干
支
で
あ
る
「
申
年
」
に
ま
つ
わ
る

話
が
な
さ
れ
、「
今
年
の
目
標
を
決
め
て

一
年
間
の
修
練
を
充
実
し
飛
躍
の
年
に
し

ま
し
ょ
う
」と
言
葉
を
掛
け
た
。そ
の
後
、

資
格
別
に
指
導
が
な
さ
れ
、
最
後
に
技
を

発
表
し
た
。
錬
成
道
場
で
は
、
拳
士
た
ち

の
大
き
く
元
気
溢
れ
る
気
合
が
鳴
り
響
く

中
、
保
護
者
、
関
係
者
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
あ
っ
た
。

　

一
般
の
部
で
は
、
全
体
で
基
本
演
練
、

剛
法
「
下
受
蹴
」
を
行
っ
た
後
、
有
段
者

と
級
拳
士
に
分
か
れ
、
有
段
者
で
は
「
下

受
蹴
小
手
投
」「
上
受
投
」「
押
受
投
」、

級
拳
士
で
は
「
両
手
寄
抜
」「
逆
小
手　

前
指
固
」
等
の
法
形
の
指
導
が
な
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
的
確
な
指
導
で
分
か
り
や

す
い
と
好
評
で
あ
っ
た
。

　

正
午
か
ら
は
、
錬
成
道
場
に
お
い
て
演

武
披
露
が
行
わ
れ
、
少
年
少
女
に
よ
る
演

武
、
女
子
単
独
演
武
、
胴
を
着
用
し
て
の

組
演
武
、
男
女
組
演
武
が
そ
れ
ぞ
れ
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
ま
た
本
部
職
員
に
よ
る
技

法
解
説
で
は
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
は
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
に
よ

る
「
演
武
会
」
が
行
わ
れ
、
約
200
名
が
元

気
よ
く
演
武
を
披
露
し
た
。
新
春
に
ふ
さ

わ
し
く
、
境
内
で
は
餅
つ
き
を
行
い
、
ぜ

ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
、
拳
士
や
保
護
者

で
終
日
賑
わ
っ
て
い
た
。

（
文
・
写
真
＝
一
般
財
団
法
人 

少
林
寺
拳
法
連
盟
）

少
林
寺
拳
法
連
盟
鏡
開
き
・
稽
古
始
め

新
年
に
１
０
０
０
名
の
拳
士
が
初
稽
古

新井庸弘会長

稽古始めの練習風景

1000 名を超える拳士が集まった
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内
閣
総
理
大
臣
杯
第
43
回
全
日
本
空
手

道
選
手
権
大
会
は
、
12
月
12
日
・
13
日
に

開
催
さ
れ
た
。
12
日
は
東
京
武
道
館
で
、

男
女
団
体
戦
（
組
手
の
み
）
の
準
決
勝
戦

ま
で
が
行
わ
れ
、
13
日
は
日
本
武
道
館
で

男
女
個
人
戦
（
組
手
・
形
）、
男
女
団
体

戦
の
決
勝
戦
が
行
わ
れ
た
。
場
内
は
、
１

万
３
０
０
０
名
の
観
客
で
湧
い
た
。

　

男
子
組
手
個
人
戦
は
、
決
勝
で
荒
賀
龍

太
郎
（
前
年
度
優
勝
）
が
篠
原
浩
人
（
大

阪
府
）
を
破
っ
て
２
年
連
続
４
度
目
の
優

勝
。
女
子
組
手
個
人
戦
決
勝
は
、
植
草
歩

（
千
葉
）
が
染
谷
香
予
（
前
年
度
優
勝
）

を
破
っ
て
初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

　

男
子
形
個
人
戦
は
、
喜き

友ゆ

名な
り

諒ょ
う

（
前
年

度
優
勝
）
が
新
馬
場
一
世
（
実
業
団
）
を

５
―
０
で
降
し
、
堂
々
の
４
連
覇
。
女
子

形
個
人
戦
は
、清
水
希き

容よ
う

（
前
年
度
優
勝
）

が
岩
本
衣
美
里
（
北
海
道
地
区
）
を
５
―

０
で
降
し
、
３
連
覇
を
達
成
し
た
。

　

団
体
戦
は
、男
女
と
も
京
都
府
が
優
勝
。

男
子
８
連
覇
、女
子
は
初
優
勝
に
輝
い
た
。

荒
賀
龍
太
郎
４
度
目
、植
草
歩
初
優
勝

喜
友
名
諒
４
連
覇
、清
水
希
容
３
連
覇

内閣総理大臣杯
第 43 回全日本空手道選手権大会

男子組手個人戦決勝＝荒賀（左）の上段突きが決まる

組
手形
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前
年
度
優
勝
者
と
各
都
道
府
県
、
実
業

団
、
学
連
、
高
体
連
の
代
表
が
出
場
。
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ
、
試
合
時
間
は

男
子
３
分
、
女
子
２
分
、
８
ポ
イ
ン
ト
差

が
つ
い
た
時
点
で
勝
敗
を
決
し
た
。
時
間

内
に
８
ポ
イ
ン
ト
差
が
つ
か
な
い
場
合

は
、
得
点
の
多
い
者
を
勝
者
と
し
、
同
点

の
場
合
は
５
名
の
審
判
に
よ
る
旗
判
定
が

行
わ
れ
た
。

■
男
子
（
54
名
）

　

前
年
度
優
勝
の
荒
賀
龍
太
郎（
京
都
府
）

が
、
初
戦
（
２
回
戦
）
で
山
下
僚
也
（
三

重
県
）
に
５
―
０
、
３
回
戦
は
国
体
軽
量

級
２
連
覇
で
弟
の
荒
賀
慎
太
郎（
京
都
府
）

に
５
―
１
、
４
回
戦
で
入
賞
経
験
の
あ
る

渡
邊
大
輔
（
東
京
都
）
に
９
―
２
と
、
蹴

り
の
大
技
で
得
点
を
積
み
重
ね
て
勝
ち
進

ん
だ
。

　

ま
た
、
飯
村
吏
毅
哉
（
熊
本
県
）
が
順

当
に
勝
ち
上
が
り
、
４
回
戦
で
前
々
回
３

位
の
国
吉
真
太
郎
（
沖
縄
県
）
を
６
―
３

で
破
り
、
準
決
勝
第
１
試
合
は
荒
賀
と
飯

村
の
対
戦
と
な
る
。

　

一
方
、
別
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ま
ず
、
ア

ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
篠
原
浩
人
（
大
阪

府
）
が
１
回
戦
で
、
全
日
本
実
業
団
優
勝

の
野
口
雅
浩
（
茨
城
県
）
を
２
―
０
、
２

回
戦
は
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
谷
竜
一

（
実
業
団
）
を
２
―
１
、
４
回
戦
は
森
優

太
（
神
奈
川
県
）
に
１
―
０
と
接
戦
を
繰

り
広
げ
て
準
決
勝
に
駒
を
進
め
る
。

　

ま
た
、前
回
ベ
ス
ト
８
の
末
廣
祥
彦（
東

京
都
）
も
勝
ち
上
が
り
、
４
回
戦
は
渡
辺

湧
（
栃
木
県
）
を
判
定
で
降
し
、
準
決
勝

第
２
試
合
は
篠
原
対
末
廣
に
決
ま
っ
た
。

▽
準
決
勝

　

荒
賀
龍
太
郎　

４
―
０　

飯
村
吏
毅
哉

　

開
始
20
秒
、先
に
仕
掛
け
た
の
は
荒
賀
。

素
早
い
中
段
蹴
り
で
２
ポ
イ
ン
ト
先
取
。

さ
ら
に
、
上
段
突
き
を
決
め
る
。
ポ
イ
ン

ト
に
動
き
が
な
い
ま
ま
残
り
20
秒
。
こ
こ

で
飯
村
が
突
き
で
攻
め
る
が
、
荒
賀
が
カ

ウ
ン
タ
ー
で
中
段
突
き
を
決
め
る
。
後
が

な
い
飯
村
は
必
死
で
攻
め
る
が
、
決
め
き

れ
な
い
ま
ま
試
合
終
了
。
荒
賀
は
５
年
連

続
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

篠
原
浩
人　

５
―
０　

末
廣
祥
彦

　

互
い
に
仕
掛
け
な
い
状
態
が
続
き
、
両

者
に
忠
告
が
入
る
。
篠
原
は
、
な
お
も
機

を
窺
う
か
が

う
末
廣
に
、
上
段
突
き
で
先
制
。
続

け
て
、
篠
原
は
末
廣
に
上
段
回
し
蹴
り
を

決
め
る
。
再
開
直
後
、
篠
原
は
末
廣
の
よ

ろ
け
た
と
こ
ろ
を
す
か
さ
ず
上
段
突
き
を

決
め
て
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
る
。
末
廣
も
負

け
じ
と
攻
め
る
が
、
篠
原
は
間
合
い
を
切

っ
て
か
わ
す
。
そ
の
ま
ま
試
合
終
了
。
篠

原
は
初
の
決
勝
進
出
。
決
勝
戦
は
荒
賀
と

篠
原
の
関
西
勢
同
士
の
対
決
と
な
っ
た
。

▽
決
勝

　

荒
賀
龍
太
郎　

４
―
１　

篠
原
浩
人

　

高
校
時
代
か
ら
何
度
も
鎬
し
の
ぎ

を
削
り
合
っ

て
き
た
二
人
。
静
か
な
立
ち
上
が
り
で
牽

制
し
合
い
、
１
分
が
経
過
。
間
合
い
を
詰

め
た
篠
原
が
、
荒
賀
の
上
段
突
き
に
合
わ

せ
て
中
段
突
き
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
１
ポ
イ

ン
ト
を
先
取
。
荒
賀
は
左
右
の
突
き
で
攻

め
る
が
、篠
原
は
堅
く
守
る
。
残
り
１
分
。

荒
賀
は
篠
原
が
蹴
り
に
出
た
と
こ
ろ
、
す

か
さ
ず
中
段
突
き
を
決
め
、
１
―
１
の
同

点
。
残
り
30
秒
、
荒
賀
が
、
篠
原
の
中
段

蹴
り
に
合
わ
せ
、
上
段
突
き
で
逆
転
。
勢

い
そ
の
ま
ま
、
荒
賀
が
上
段
突
き
で
リ
ー

ド
を
広
げ
る
。
一
発
逆
転
を
狙
う
篠
原
は

上
段
蹴
り
を
狙
う
が
決
ま
ら
な
い
。
終
了

間
際
、
さ
ら
に
荒
賀
の
上
段
突
き
で
４
―

１
と
な
り
、
試
合
は
終
了
。
荒
賀
は
２
年

連
続
４
度
目
の
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
荒
賀
龍
太
郎
選
手
（
前
年
度
優
勝
）

「
今
年
一
年
間
、
先
に
リ
ー
ド
さ
れ
て

も
、
そ
こ
か
ら
何
度
も
逆
転
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
ま
だ
時
間
も

あ
っ
た
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
試
合
に
臨

め
ま
し
た
。来
年
は
世
界
選
手
権
が
あ
り
、

過
去
２
回
連
続
で
決
勝
で
負
け
て
い
る
の

で
、
そ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
た
め
に
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

○
準
優
勝
＝
篠
原
浩
人
選
手
（
大
阪
府
）

「
一
回
戦
か
ら
強
い
気
持
ち
で
や
っ
て

い
く
と
い
う
の
を
テ
ー
マ
に
し
て
き
ま
し

た
。
決
勝
は
リ
ー
ド
し
て
い
て
、
い
け
る

か
な
と
ち
ょ
っ
と
油
断
し
て
し
ま
っ
た
と

こ
ろ
が
敗
因
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
組
手
個
人
戦

男子組手個人戦準決勝＝突きに跳ぶ荒賀（左）
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■
女
子
（
54
名
）

　

前
年
度
優
勝
・
染
谷
香
予
は
勝
ち
進
み
、

４
回
戦
で
健
闘
を
見
せ
た
同
門
の
宮
原
美

穂
（
東
京
都
）
に
５
―
４
で
辛
く
も
勝
利
。

　

ま
た
、
齊
藤
綾
夏
（
山
口
県
）
が
、
４

回
戦
で
森
口
彩
美
（
兵
庫
県
）
を
５
―
０

で
退
け
て
準
決
勝
に
進
み
、染
谷
と
対
戦
。

　

別
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
ア
ン
ダ
ー
21
世

界
選
手
権
者
の
河
村
菜
摘
（
宮
城
県
）
が

駒
を
進
め
、
４
回
戦
で
は
山
田
沙
羅
（
東

京
都
）
を
２
―
０
で
降
し
て
準
決
勝
へ
。

　

前
回
準
優
勝
の
植
草
歩
（
千
葉
県
）
は

２
回
戦
か
ら
登
場
。
畠
山
穂
風（
秋
田
県
）

に
４
―
０
、
３
回
戦
は
新
垣
夏
紀
（
沖
縄

県
）
に
８
―
０
で
順
当
に
勝
ち
進
む
。
４

回
戦
で
は
高
校
生
の
尾
立
佳
菜
子
（
大
阪

府
）
を
３
―
０
で
破
り
、
す
べ
て
の
試
合

で
相
手
に
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
な
い
ま
ま
、

準
決
勝
に
進
出
。

▽
準
決
勝

　

染
谷
香
予　

５
―
１　

齊
藤
綾
夏

　

染
谷
が
上
段
突
き
を
決
め
て
１
ポ
イ
ン

ト
先
制
。
勢
い
に
乗
っ
た
染
谷
は
、
さ
ら

に
上
段
突
き
で
有
効
を
立
て
続
け
に
奪
っ

て
齊
藤
を
大
き
く
離
す
。
そ
の
後
、
齊
藤

が
遠
間
か
ら
の
上
段
突
き
を
決
め
、
１
点

を
取
り
返
す
。
し
か
し
、
染
谷
は
間
合
い

を
詰
め
て
放
っ
た
上
段
突
き
で
さ
ら
に
点

差
を
広
げ
る
。
防
戦
を
強
い
ら
れ
た
齊
藤

は
、
裏
回
し
上
段
蹴
り
を
狙
う
が
決
ま
ら

な
い
。
そ
の
後
、
染
谷
の
電
光
石
火
の
上

段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
た
。
齊

藤
は
、
猛
攻
を
見
せ
る
も
そ
の
ま
ま
試
合

終
了
。
染
谷
は
５
年
連
続
決
勝
に
進
出
し

た
。

　

植
草
歩　

６
―
０　

河
村
菜
摘

　

先
制
し
た
の
帝
京
大
学
の
先
輩
で
あ
る

植
草
。
序
盤
か
ら
、
上
段
突
き
で
点
を
重

ね
る
。打
ち
合
い
も
植
草
が
制
す
る
な
ど
、

植
草
の
ペ
ー
ス
の
ま
ま
試
合
は
進
む
。
反

撃
に
出
る
河
村
も
刻
み
突
き
で
攻
め
る

が
、
植
草
は
拳
こ
ぶ
し
一
個
分
、
体
を
後
ろ
に
反

女
子
組
手
個
人
戦
決
勝
＝
植
草
（
右
）
の
上
段
突
き
が
決
ま
る

ら
し
て
躱か
わ

す
。
そ
の
ま
ま
時
間
と
な
り
、

同
門
対
決
を
制
し
た
植
草
の
決
勝
進
出
が

決
定
。
決
勝
戦
は
、染
谷
対
植
草
と
な
り
、

前
年
度
と
同
じ
顔
合
せ
と
な
っ
た
。

▽
決
勝

　

植
草
歩　

10
―
７　

染
谷
香
予

　

３
連
覇
を
狙
う
染
谷
と
前
年
度
判
定
負

け
を
喫
し
た
植
草
と
の
因
縁
の
対
決
。
手

の
内
を
知
り
尽
く
し
た
両
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
機
会
を
見
計
ら
っ
て
攻
撃
に
出
る
。
前

半
１
分
間
は
、
互
い
に
上
段
へ
の
突
き
技

の
応
酬
で
、
植
草
は
７
ポ
イ
ン
ト
、
染
谷

が
３
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
後
半
、
染
谷
は

連
突
き
と
蹴
り
で
反
撃
に
出
る
。
点
差
を

埋
め
る
べ
く
放
っ
た
染
谷
の
上
段
蹴
り
が

植
草
を
捉
え
て
、
３
ポ
イ
ン
ト
加
点
。
途

中
、
相
打
ち
で
、
染
谷
が
倒
れ
込
ん
で
試

合
が
止
ま
る
。
結
果
、
染
谷
に
有
効
、
植

草
に
は
忠
告
が
入
り
、
試
合
は
７
―
７
の

同
点
に
。
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
き
、
残

り
20
秒
、
植
草
が
遠
間
か
ら
の
上
段
突
き

を
決
め
、
刻
み
突
き
で
さ
ら
に
ポ
イ
ン
ト

を
重
ね
る
。
染
谷
は
よ
ろ
け
な
が
ら
も
必

死
に
上
段
回
し
蹴
り
を
狙
う
が
、
植
草
が

中
段
突
き
を
決
め
て
勝
負
あ
り
。

　

植
草
が
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
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決
勝
戦
ま
で
相
手
に
ポ
イ
ン
ト
を
許

さ
ず
に
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
。
そ

ん
な
植
草
も
、
本
大
会
で
は
、
３
位
入

賞
２
回
、
昨
年
は
判
定
の
末
に
準
優
勝

と
涙
を
飲
ん
だ
。

「
昨
年
は
消
極
的
な
試
合
で
判
定
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
」

は
じ
め
て
判
定
を
み
て
腰
が
抜
け
た
。

「
一
位
じ
ゃ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

一
番
の
目
標
は
全
日
本
選
手
権
で
優
勝

す
る
こ
と
。
そ
れ
を
目
標
に
ず
っ
と
や

っ
て
き
た
」

あ
く
ま
で
も
優
勝
に
こ
だ
わ
る
信
念

が
今
回
の
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
。

決
勝
戦
、
同
点
に
追
い
つ
か
れ
た
時

は
、た
く
さ
ん
の
声
援
に
励
ま
さ
れ
た
。

「
染
谷
先
輩
と
だ
か
ら
で
き
た
試
合
で

す
。
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
の
成
果
が

出
ま
し
た
。
声
援
を
聞
い
て
落
ち
着
い

て
最
後
ま
で
戦
え
ま
し
た
」

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
Ｐ
Ｒ
活
動
の

顔
で
も
あ
る
植
草
。
こ
れ
ま
で
日
本
一

に
な
っ
た
こ
と
が
な
く
、「
私
で
い
い

の
か
な
」
と
の
思
い
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
今
回
の
優
勝
で
「
自
信
を
持
っ
て

広
報
活
動
に
も
励
む
こ
と
が
で
き
る
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

東
京
五
輪
で
、
空
手
が
正
式
種
目
と

し
て
採
用
さ
れ
れ
ば
、
彼
女
の
金
メ
ダ

ル
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後

も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

♦
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

一
番
の
目
標
　〝
全
日
本
〟
初
優
勝
に
輝
く

◎
優
勝
＝
植
草
歩
選
手
（
千
葉
県
）

　

都
道
府
県
ご
と
に
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

に
よ
り
、
点
取
り
方
式
で
争
わ
れ
た
。

■
男
子
（
５
人
制
・
47
チ
ー
ム
）

　

準
決
勝
に
は
７
年
連
続
優
勝
の
京
都
府

の
ほ
か
、
神
奈
川
県
、
茨
城
県
、
前
年
度

準
優
勝
の
東
京
都
を
破
っ
た
沖
縄
県
が
出

揃
っ
た
。
京
都
府
対
茨
城
県
は
、
２
―
０

で
京
都
府
が
茨
城
県
を
降
し
た
。
神
奈
川

県
対
沖
縄
県
は
、
２
―
０
で
神
奈
川
県
が

初
の
決
勝
進
出
。

▽
決
勝

　
　

京
都
府　
　

２
―
０　

神
奈
川
県

　

荒
賀
慎
太
郎　

１
―
１　

伊
勢
野
大
介

　

釜
口
幸
樹　
　

３
―
３　

森　

優
太

　

谷　

竜
一　
　

１
―
１　

鹿
島
瑞
生

○
中
島
啓
太　
　

６
―
０　

千
葉
大
輔

○
荒
賀
龍
太
郎　

９
―
１　

五
明
宏
樹

　

決
勝
で
は
、先
鋒
戦
で
京
都
・
荒
賀（
慎
）

と
神
奈
川
・
伊
勢
野
は
１
―
１
で
引
き
分

け
。
次
峰
戦
、
京
都
・
釜
口
と
神
奈
川
・

森
の
対
戦
も
、
３
―
３
で
引
き
分
け
。
中

堅
戦
の
京
都
・
谷
と
神
奈
川
・
鹿
島
も
同

じ
く
１
―
１
で
引
き
分
け
。続
く
副
将
戦
、

京
都
・
中
島
と
神
奈
川
・
千
葉
の
対
戦
は

６
―
０
で
、
中
島
が
京
都
の
１
勝
目
を
あ

げ
る
。
勝
負
の
か
か
る
大
将
戦
。
京
都
・

荒
賀
（
龍
）
が
神
奈
川
・
五
明
を
９
―
１

で
降
し
て
、京
都
府
が
８
連
覇
を
決
め
た
。

■
女
子
（
３
人
制
・
47
チ
ー
ム
）

　

前
年
度
優
勝
の
千
葉
県
と
同
じ
く
準
優

勝
の
東
京
都
が
姿
を
消
し
、
準
決
勝
は
混

戦
と
な
っ
た
。
準
決
勝
に
は
、
京
都
府
、

岐
阜
県
、
群
馬
県
、
大
阪
府
が
勝
ち
進
ん

だ
。
京
都
府
対
大
阪
府
は
、
２
―
０
で
京

都
府
が
勝
利
し
、５
年
ぶ
り
の
決
勝
進
出
。

　
組
手
団
体
戦

男子決勝大将戦

女子決勝大将戦
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岐
阜
県
対
群
馬
県
で
は
代
表
戦
の
末
、
岐

阜
県
が
初
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

▽
決
勝

　
　

京
都
府　
　

２
―
１　

岐
阜
県

○
東
海
志
保　
　

２
―
０　

清
家　

桜

　

小
泉
咲
蘭　
　

１
―
７　

五
明
真
実
子

○
中
村
し
お
り　

２
―
０　

杉
田
七
瀬

　

決
勝
の
先
鋒
戦
、
京
都
・
東
海
と
岐
阜
・

清
家
の
対
戦
は
、
東
海
が
２
―
０
で
勝
っ

て
先
制
す
る
。
続
く
中
堅
戦
は
、
岐
阜
・

五
明
が
京
都
・
小
泉
を
７
―
１
で
降
し
、

星
を
並
べ
た
。
勝
負
は
大
将
戦
へ
と
持
ち

越
さ
れ
た
。
京
都
・
中
村
が
岐
阜
・
杉
田

に
、
２
―
０
で
勝
利
。
京
都
府
は
嬉
し
い

初
優
勝
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
大
会
史
上

初
の
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
と
な
っ
た
。

◎
優
勝
＝
京
都
府
・
中
野
秀
人
監
督

「
選
手
が
作
戦
通
り
に
動
い
て
く
れ
て
、

最
後
は
中
村
し
お
り
が
き
っ
ち
り
勝
ち
取

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
山
場
は
２
回
戦
、
前

回
準
優
勝
の
東
京
都
と
の
対
戦
で
し
た
。

そ
こ
で
も
、そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
役
割
、

試
合
の
流
れ
を
考
え
て
力
を
発
揮
し
て
く

れ
ま
し
た
」

【
団
体
戦
大
会
結
果
】

■
男
子
＝
①
京
都
②
神
奈
川
③
茨
城
、
沖
縄

■
女
子
＝
①
京
都
②
岐
阜
③
群
馬
、
大
阪

　
形
個
人
戦

　

前
年
度
優
勝
者
、
各
地
区
代
表
、
全
空

連
推
薦
者
が
出
場
し
、
５
名
の
審
判
に
よ

る
旗
判
定
で
勝
敗
を
決
し
た
。

■
男
子
（
15
名
）

　

４
連
覇
の
か
か
っ
た
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
の
喜
友
名
諒
（
前
年
度
優
勝
）
は
初
戦

（
２
回
戦
）
を
５
―
０
で
勝
ち
進
む
。
準

決
勝
で
は
前
年
度
３
位
の
杉
野
拓
海
（
北

信
越
地
区
）
と
対
戦
。
喜
友
名
の
ア
ー
ナ

ン
に
杉
野
が
ガ
ン
カ
ク
で
挑
ん
だ
結
果
、

４
―
１
で
喜
友
名
が
勝
利
し
た
。

　

準
決
勝
第
２
試
合
で
は
、
２
年
連
続
準

優
勝
の
新
馬
場
一
世
（
実
業
団
）
が
、
１

回
戦
、
２
回
戦
と
も
に
５
―
０
で
勝
ち
上

が
り
、
準
決
勝
で
は
久
保
弘
樹
（
近
畿
地

区
）
と
対
戦
し
た
。
両
者
と
も
に
ス
ー
パ

ー
リ
ン
ペ
イ
を
演
じ
、
結
果
は
３
―
２
の

僅
差
で
新
馬
場
の
勝
利
と
な
っ
た
。

　

決
勝
は
喜
友
名
対
新
馬
場
。
奇
し
く
も

３
年
連
続
同
じ
顔
合
わ
せ
。
喜
友
名
は
力

強
い
足
腰
か
ら
放
た
れ
る
迫
力
あ
る
技
が

光
る
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
、
新
馬
場
は
気

合
い
の
入
っ
た
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
チ
ャ
タ

ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
披
露
。
判
定

で
は
審
判
全
員
が
喜
友
名
に
旗
を
上
げ
、

衣
美
里
（
北
海
道
地
区
）
が
勝
ち
上
が
り
、

準
決
勝
は
岩
本
と
矢
野
彩
（
実
業
団
）
の

対
戦
と
な
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
を

演
じ
た
岩
本
が
、
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー

サ
ン
ク
ー
で
臨
ん
だ
矢
野
を
５
―
０
で
破

っ
て
初
の
決
勝
進
出
。

　

決
勝
は
清
水
対
岩
本
の
対
戦
。
と
も
に

５
―
０
で
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
。
清
水
は

ス
ピ
ー
ド
と
キ
レ
の
あ
る
チ
ャ
タ
ン
ヤ

ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
、
岩
本
は
丁
寧
か
つ

力
強
い
ア
ー
ナ
ン
を
披
露
。
互
い
に
得
意

形
で
勝
負
し
た
結
果
、
５
―
０
で
清
水
が

３
度
目
の
優
勝
を
手
に
し
た
。

◎
優
勝
＝
清
水
希
容
選
手（
前
年
度
優
勝
）

「
形
は
、
一
つ
一
つ
に
気
持
ち
を
込
め

て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
表
現
を
こ

れ
か
ら
も
、
も
っ
と
も
っ
と
し
っ
か
り
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
ん

ど
い
思
い
を
し
て
き
た
年
で
し
た
が
、
多

く
の
方
々
が
支
え
て
く
れ
て
今
が
あ
り
ま

す
」

○
準
優
勝
＝
岩
本
衣
美
里
選
手
（
北
海
道
地
区
）

「
国
内
の
大
会
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
に
残
れ

た
の
は
始
め
て
だ
っ
た
の
で
、
決
勝
は
思

い
っ
き
り
、
自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
る

よ
う
に
集
中
し
て
や
り
ま
し
た
」

喜
友
名
が
４
連
覇
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
喜
友
名
諒
選
手（
前
年
度
優
勝
）

「
自
分
の
持
ち
味
で
あ
る
力
強
さ
を
出

し
な
が
ら
、
武
道
の
本
質
か
ら
外
れ
な
い

よ
う
な
形
を
意
識
し
て
、
毎
日
稽
古
を
し

て
き
ま
し
た
。
近
い
将
来
、
空
手
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
採
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く

な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
自
分
も
そ
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
優
勝
を
目
指
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

○
準
優
勝
＝
新
馬
場
一
世
選
手（
実
業
団
）

「
諦
め
た
ら
そ
こ
で
終
わ
り
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
諦
め
ず
勝
て
る
ま
で
、
ま

た
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
、
僕
の
空
手

人
生
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
喜
友

名
選
手
を
倒
さ
な
い
と
い
け
な
い
」

■
女
子
（
15
名
）

　

２
連
覇
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
清
水
希

容
（
前
年
度
優
勝
）
は
、初
戦
（
２
回
戦
）

を
５
―
０
で
勝
ち
、準
決
勝
第
１
試
合
で
、

前
々
回
３
位
の
大
野
ひ
か
る（
九
州
地
区
）

と
対
戦
。
と
も
に
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
を

演
じ
、
５
―
０
で
清
水
が
今
回
も
決
勝
進

出
を
決
め
た
。

　

ま
た
、
全
日
本
実
業
団
優
勝
者
の
岩
本
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優
勝
＝
喜
友
名
諒
（
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
）

優
勝
＝
清
水
希
容
（
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
）

準
優
勝
＝
新
馬
場
一
世
（
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
）

準
優
勝
＝
岩
本
衣
美
里
（
ア
ー
ナ
ン
）

http://www.nexion.co.jp

報道実績その他ライブイベント実績スポーツイベント実績

http://www.nexion.co.jp

報道実績その他ライブイベント実績スポーツイベント実績
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▼
一
回
戦

５
林
田
至
史
（
学
連
）
カ
ン
ク
ウ
ダ
イ

０
佐
々
木
瞭
友
（
北
海
道
）
セ
ー
パ
イ

２
星
川
大
地
（
四
国
）
セ
イ
エ
ン
チ
ン

３
金
城　

新
（
九
州
）
セ
ー
パ
イ

２
相
馬
昂
翔
（
推
薦
）
ジ
オ
ン

３
杉
野
拓
海
（
北
信
越
）
ジ
オ
ン

１
大
木　

格
（
関
東
）
セ
イ
エ
ン
チ
ン

４
久
保
弘
樹
（
近
畿
）
セ
ー
パ
イ

０
本　

龍
二
（
高
体
連
）
ジ
オ
ン

５
中
嶋
俊
文
（
推
薦
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

２
西
原
啓
太
（
中
国
）
ジ
オ
ン

３
年
代
海
里
（
東
海
）
セ
イ
エ
ン
チ
ン

０
木
戸
浩
貴
（
東
北
）
セ
ー
パ
イ

５
新
馬
場
一
世
（
実
業
団
）
セ
ー
パ
イ

▼
二
回
戦

５
喜
友
名
諒
（
前
年
度
優
勝
）
ク
ル
ル
ン
フ
ァ

０
林
田
至
史　

エ
ン
ピ

２
金
城　

新　

ク
ル
ル
ン
フ
ァ

３
杉
野
拓
海　

エ
ン
ピ

４
久
保
弘
樹　

ク
ル
ル
ン
フ
ァ

１
中
嶋
俊
文　

ニ
ー
パ
イ
ポ

０
年
代
海
里　

ニ
ー
パ
イ
ポ

５
新
馬
場
一
世　

ク
ル
ル
ン
フ
ァ

▼
準
決
勝

４
喜
友
名
諒　

ア
ー
ナ
ン

１
杉
野
拓
海　

ガ
ン
カ
ク

２
久
保
弘
樹　

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

３
新
馬
場
一
世　

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

▼
決
勝

５
喜
友
名
諒　

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

０
新
馬
場
一
世　

チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

男子組手個人戦

荒賀龍太郎（前年度優勝）

山下　僚也（三　重）

小倉　勇誠（富　山）

山縣　弘朋（山　口）

石塚　　錬（秋　田）

荒賀慎太郎（京　都）

石塚　将也（埼　玉）

出手原瑠唯（鹿児島）

山田　　颯（大　阪）

小池　麻琴（静　岡）

渡邊　大輔（東　京）

中野壮一朗（高体連）

岡本　啓汰（奈　良）

吉岡　大樹（山　梨）

松尾　昌大（佐　賀）

井本　　匠（和歌山）

須田　芳広（鳥　取）

飯村吏毅哉（熊　本）

大迫　　睦（福　井）

飯野　慎也（山　形）

出町恭太郎（青　森）

蜜口　光太（滋　賀）

西村　　拳（学　連）

中澤　周斗（新　潟）

金子　隼也（島　根）

滝川　悟史（北海道）

国吉真太郎（沖　縄）

優　勝

荒
賀
龍
太
郎

谷　　竜一（実業団）

野口　雅浩（茨　城）

篠原　浩人（大　阪）

小峯　仁志（群　馬）

本田　哲也（愛　媛）

遠山　将平（長　崎）

鈴木　倫央（岡　山）

広川　匡大（愛　知）

有貞　　涼（広　島）

比嘉　弘輝（学　連）

北山　　到（岩　手）

森　　優太（神奈川）

藤井　恵介（石　川）

佐々木廉太郎（宮　城）

久保　宥稀（高　知）

花車　勇武（宮　崎）

末廣　祥彦（東　京）

遠藤　舜也（福　島）

宮本　大希（福　岡）

喜田　拓己（徳　島）

渡辺　　湧（栃　木）

酒井　健太（岐　阜）

尾島竜太郎（長　野）

藤澤　貴樹（大　分）

鎌田　瑛伍（香　川）

遠山　大輔（千　葉）

近藤　大地（兵　庫）
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▼
一
回
戦

１
古
川
か
れ
ん
（
関
東
）
セ
ー
パ
イ

４
森
岡
実
久
（
推
薦
）
セ
ー
パ
イ

０
川
向
七
瀬
（
東
北
）
チ
ン
ト
ウ

５
大
野
ひ
か
る
（
学
連
）
セ
ー
パ
イ

２
田
中
美
佐
稀
（
北
信
越
）
セ
ー
パ
イ

３
宇
海
水
稀
（
高
体
連
）
セ
ー
パ
イ

１
紺
屋
沙
也
乃
（
四
国
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

４
矢
野　

彩
（
実
業
団
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

３
岩
佐　

希
（
中
国
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

２
大
西
ひ
か
る
（
東
海
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

０
川
崎
衣
美
子
（
学
連
）
セ
ー
パ
イ

５
岩
本
衣
美
里
（
北
海
道
）
セ
ー
パ
イ

２
山
下
紗
葵
（
近
畿
）
セ
ー
パ
イ

３
中
村
智
枝
子
（
推
薦
）
バ
ッ
サ
イ
ダ
イ

▼
二
回
戦

５
清
水
希
容　

ニ
ー
パ
イ
ポ

０
森
岡
実
久　

ク
ル
ル
ン
フ
ァ

４
大
野
ひ
か
る　

ク
ル
ル
ン
フ
ァ

１
宇
海
水
稀　

ク
ル
ル
ン
フ
ァ

４
矢
野　

彩　

ニ
ー
パ
イ
ポ

１
岩
佐　

希　

ニ
ー
パ
イ
ポ

５
岩
本
衣
美
里　

ク
ル
ル
ン
フ
ァ

０
中
村
智
枝
子　

ニ
ー
パ
イ
ポ

▼
準
決
勝

５
清
水
希
容　

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

０
大
野
ひ
か
る　

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

０
矢
野　

彩　

チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

５
岩
本
衣
美
里　

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

▼
決
勝

５
清
水
希
容　

チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

０
岩
本
衣
美
里　

ア
ー
ナ
ン

女子組手個人戦

染谷　香予（前年度優勝）

越間　菜乃（島　根）

白根　実香（群　馬）

鈴木しおり（愛　知）

出町さくら（神奈川）

大野　優佳（福　島）

中村しおり（京　都）

中世古なつき（岩　手）

盛一　愛華（石　川）

宮原　美穂（東　京）

山下　佳子（広　島）

片山　文香（福　井）

中原　愛梨（徳　島）

吹上　暁海（鹿児島）

伊藤　菜月（長　野）

森口　彩美（兵　庫）

飛鳥有衣子（山　形）

柴田　静香（熊　本）

岩戸　美紗（和歌山）

八頭司　歩（宮　崎）

平　　紗枝（岡　山）

鈴木　眞弥（学　連）

松島　奈美（高　知）

篠原　　渚（大　阪）

守屋ひかり（山　梨）

沖田　理奈（福　岡）

齊藤　綾夏（山　口）

優　勝

植
草

　
　歩

染谷真有美（学　連）

奥山　史佳（三　重）

山田　沙羅（東　京）

三上　穂香（青　森）

山本　美香（富　山）

鈴木　菜未（高体連）

大西ひかる（岐　阜）

遠藤　千夏（茨　城）

竹中　　梓（香　川）

岡本　　桜（新　潟）

川村　菜摘（宮　城）

中尾　彩乃（長　崎）

五明真実子（実業団）

大野ひかる（大　分）

金森　穂花（鳥　取）

川崎由璃子（埼　玉）

尾立佳菜子（大　阪）

住友　優里（北海道）

岡本　奈菜（静　岡）

石澤香奈美（栃　木）

水野めぐみ（愛　媛）

藤田　海里（滋　賀）

松井友里華（奈　良）

新垣　夏紀（沖　縄）

畠山　穂風（秋　田）

明神　奈穂（佐　賀）

植草　　歩（千　葉）
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女子形個人戦
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ニュース

　

第
32
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会
（
主
催

＝
日
本
武
道
館
、
国
際
武
道
大
学
）
が
12

月
26
日
・
27
日
に
国
際
武
道
大
学
で
開
催

さ
れ
た
。
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
高
校
生

が
剣
道
、
柔
道
、
な
ぎ
な
た
の
各
種
目
で

熱
戦
を
展
開
し
た
。

■
剣
道
の
部
（
男
女
各
24
チ
ー
ム
）

　

５
人
制
で
行
わ
れ
、
予
選
は
３
チ
ー
ム

に
よ
る
リ
ー
グ
戦
、
決
勝
は
各
リ
ー
グ
１

位
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ
た
。

　

男
子
決
勝
は
、
九
州
学
院
（
熊
本
）
と

麗
澤
瑞
浪
（
岐
阜
）
が
対
戦
。
両
校
と
も

中
堅
ま
で
引
分
け
。
副
将
戦
で
九
州
学
院

の
梶
谷
が
胴
を
決
め
て
一
本
勝
。
大
将
戦

は
引
分
け
、
九
州
学
院
が
麗
澤
瑞
浪
を
１

｜
０
で
降
し
、
６
年
ぶ
り
５
回
目
の
優
勝

を
果
し
た
。

　

女
子
は
筑
紫
台
（
福
岡
）
が
奈
良
大
附

属
（
奈
良
）
を
代
表
戦
で
制
し
、
６
年
ぶ

り
２
回
目
の
優
勝
に
輝
い
た
。

■
柔
道
の
部
（
男
女
各
16
チ
ー
ム
）

　

男
子
５
人
制
、
女
子
３
人
制
で
行
わ
れ

た
。
予
選
は
４
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
、
決

勝
は
各
リ
ー
グ
上
位
２
チ
ー
ム
に
よ
る
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ
た
。

　

男
子
は
決
勝
で
国
士
舘
（
東
京
）
が
東

海
大
相
模
（
神
奈
川
）
を
代
表
戦
で
退
け

て
２
年
連
続
７
回
目
、女
子
は
埼
玉
栄（
埼

玉
）
が
敬
愛
（
福
岡
）
を
２
｜
１
で
降
し

て
２
年
連
続
８
回
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
。

■
な
ぎ
な
た
の
部（
男
子
24
名
、女
子
48
名
）

　

男
女
共
に
予
選
は
３
人
の
リ
ー
グ
戦
、

決
勝
は
各
リ
ー
グ
１
位
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
で
争
わ
れ
た
。

　

男
子
決
勝
は
、
中
尾
海
太
（
汎
愛
）
が

鯨
井
瑛
（
埼
玉
栄
）
か
ら
面
を
奪
い
一
本

勝
ち
で
勝
利
し
た
。

　

女
子
決
勝
は
、
小
澤
柚
羽
香
（
大
曲
農

業
）
が
田
口
真
耶
（
川
辺
）
か
ら
面
二
本

を
決
め
て
、
優
勝
を
遂
げ
た
。

 
第
32
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会 

柔
道
男
子 

国
士
舘（
東
京
）が
２
連
覇

柔
道
女
子 
埼
玉
栄（
埼
玉
）

柔道男子決勝＝国士舘対東海大相模

剣道女子決勝＝筑紫台対奈良大附属
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なぎなた女子優勝＝
小澤柚羽香（県立大曲農業）

【
大
会
結
果
】

■
剣
道

▽
男
子
＝
①
九
州
学
院
（
熊
本
）
②
麗
澤

瑞
浪
（
岐
阜
）
③
Ｐ
Ｌ
学
園
（
大
阪
）、

県
立
安
房
（
千
葉
）

▽
女
子
＝
①
筑
紫
台
（
福
岡
）
②
奈
良
大

附
属
（
奈
良
）
③
麗
澤
瑞
浪
（
岐
阜
）、

東
奥
義
塾
（
青
森
）

■
柔
道

▽
男
子
＝
①
国
士
舘
（
東
京
）
②
東
海
大

相
模
（
神
奈
川
）
③
東
海
大
仰
星
（
大

阪
）、
崇
徳
（
広
島
）

▽
女
子
＝
①
埼
玉
栄
（
埼
玉
）
②
敬
愛
（
福

岡
）
③
富
士
学
苑
（
山
梨
）、
県
立
熊

本
西
（
熊
本
）

■
な
ぎ
な
た

▽
男
子
＝
①
中
尾
海
太
（
大
阪
市
立
汎

愛
）
②
鯨
井
瑛
（
埼
玉
栄
）
③
岡
村
優

一
郎（
岡
山
県
立
興
陽
）、小
林
雄
太（
埼

玉
県
立
浦
和
東
）

▽
女
子
＝
①
小
澤
柚
羽
香
（
秋
田
県
立
大

曲
農
業
）
②
田
口
真
耶
（
鹿
児
島
県
立

川
辺
）
③
佐
々
木
卯
月
（
岩
手
県
立
盛

岡
第
二
）、高
田
佳
保
里（
國
學
院
栃
木
）

なぎなた男子優勝＝
中尾海太（市立汎愛）

剣
道
男
子
優
勝
＝
九
州
学
院
（
熊
本
県
）

剣
道
女
子
優
勝
＝
筑
紫
台
（
福
岡
県
）

柔
道
男
子
優
勝
＝
国
士
舘
（
東
京
都
）

柔
道
女
子
優
勝
＝
埼
玉
栄
（
埼
玉
県
）

剣道の大会風景


